
向本折校下のまいぶんマニュアル 

向本折校下は海に面した にあります。 

もともと海だった場所が、約 5,000年前の縄文時代中ごろから 

約 2,300年前の弥生時代にかけて陸地となり、ひとが生活するようになりました。 

また、

現在 なので、文献や周辺の遺跡からわかっていることをお伝えします。 

 

 

その１＝ に書かれた奈良県の が所有していた （農地）の記録

に「 」があり、その場所が現在の「本折」周辺ではないかと言われています。 

その２＝ に書かれた文献には、南加賀を治めた守護
し ゅ ご

の富樫
と が し

氏に仕えた

国人
こくにん

「 」がたびたび登場します。また、 （のちの北国街道）を旅した歌人

が が残されています。この頃に鍛冶
か じ

職人の工房や住

まいがあったのが、年表に登場する芦城校下の「 」です。 

その３＝ になるまで

と言われます。やがて に描かれた

（金沢市立玉川図書館所蔵・1865年写本）などに「 」が登場します。 

 

その１＝「 」という地名は、古代行政区分

に由来します。向本折校下の にも重要な施設があったのかもしれません。 

その２＝苗代校下にある では、２つの が見つかっています。このうち

奈良・平安時代の道路は、 の１

つである「 」と考えられています。 

その１＝年表に登場する丘陵の でつくられた

や は、 と考えられます。 

その２＝ 、向本折村の

ことが文献からわかります。 
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